
平成24年度
予算審査特別委員会

解体に待った

いつまでもお元気で

　

条
例
の
廃
止
案
は
、
賛

成
五
、
反
対
九
の
賛
成
少

数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
畝
保
育
所
再
整

備
に
つ
い
て
、
現
ふ
る
さ

と
館
を
解
体
し
、
そ
の
土

地
に
保
育
所
を
建
設
す
る

方
針
で
、「
ふ
る
さ
と
館

設
置
及
び
管
理
条
例
」
の

廃
止
案
と
、
解
体
に
向
け

た
予
算
案
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

次
の
条
例
改
正
や
特
別

会
計
予
算
に
対
し
、
値
上

げ
な
ど
に
反
対
す
る
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

現
ふ
る
さ
と
館
は
、資

料
館
と
し
て
の
利
用
が
あ

ま
り
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。ま
た
、千
葉
邸
へ

ふ
る
さ
と
館
機
能
を
移
す

こ
と
で
、西
国
街
道
と
一
体

の
流
れ
で
町
の
歴
史
を
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
廃
止
に
賛
成
す
る
。

（
大
江 

康
子 

議
員
）

　

畝
保
育
所
の
建
て
替
え

に
は
反
対
し
な
い
が
、
そ

の
手
法
に
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
何
ら
検
討
も
せ

ず
、
築
年
数
が
わ
ず
か

し
か
経
過
し
て
い
な
い
ふ

る
さ
と
館
を
解
体
し
て
建

て
替
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
館

の
機
能
を
ど
う
す
る
か
明

確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
執
行
部
に
畝
保

育
所
建
設
の
慎
重
審
議

を
求
め
、
条
例
の
廃
止
に

反
対
す
る
。

（
前
田 

勝
男 

議
員
）

反
対
討
論

　

法
人
税
は
下
げ
ら
れ
た

ま
ま
住
民
に
だ
け
負
担
を

強
い
る
の
に
は
納
得
で
き

な
い
こ
と
か
ら
こ
の
案
に

反
対
す
る
。

（
岡
田 

良
訓 

議
員
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

　

今
ま
で
保
険
料
を
支

払
っ
て
き
た
高
齢
者
が
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、保
険
料
の
引

き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
、こ
の
案
に
賛
成

す
る
。（西

山 

勝
子 

議
員
）

賛
成
討
論

　

条
例
の
廃
止
を
否
決
し

た
の
で
、当
然
ふ
る
さ
と

館
の
解
体
は
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、減
額
の
必
要
は

な
い
と
考
え
反
対
す
る
。

（
宗
像 

啓
之 

議
員
）

修
正
に
反
対

す
る
討
論

　

条
例
の
廃
止
は
否
決
さ

れ
た
が
、前
年
度
予
算
へ

の
附
帯
決
議（※

）を
無

視
し
て
予
算
執
行
さ
れ

た
経
緯
を
考
え
る
と
、減

額
に
賛
成
す
る
。

（
西
山 

勝
子 

議
員
）

※

前
年
度
予
算
審
議
に
お
い
て
、

「
畝
保
育
所
再
整
備
に
関
す

る
予
算
は
、移
転
先
が
確
定
す

る
ま
で
執
行
し
な
い
よ
う
」求

め
た
決
議
。

修
正
に
賛
成

す
る
討
論

廃
止
条
例
の
否
決

　

町
民
税
均
等
割
額
五
〇

〇
円
の
引
き
上
げ

税
条
例
改
正

　

私
が
所
属
す
る
民
主

党
は
、
保
険
料
を
引
き

上
げ
ず
介
護
従
事
者
の

賃
金
を
上
げ
る
と
訴
え
て

き
た
。
い
た
ず
ら
に
保
険

料
を
引
き
上
げ
、
高
齢

者
の
み
に
負
担
を
強
い
る

の
は
政
治
と
は
言
え
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
案
に
反

対
す
る
。

（
住
𠮷 

秀
公 

議
員
）

　

保
険
料
引
き
上
げ
で
は

な
く
国
の
負
担
引
き
上
げ

に
よ
り
財
源
を
確
保
す
べ

き
と
考
え
、
こ
の
案
に
反

対
す
る
。

（
佐
中 

十
九
昭 

議
員
）

反
対
討
論

　

基
準
額
ベ
ー
ス
で
保
険

料
月
額
一
、
二
二
八
円
引

き
上
げ

介
護
保
険
条
例
改
正

　

広
島
県
は
他
県
に
比
べ

保
険
料
が
高
水
準
で
あ

る
上
、
高
齢
者
は
年
金

が
減
る
中
、
町
民
税
な

ど
も
上
が
り
保
険
料
も

上
が
る
と
生
活
が
で
き
な

く
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
予

算
案
に
反
対
す
る
。

（
岡
田 

良
訓 

議
員
）

反
対
討
論

　

保
険
料
一
人
当
た
り
平

均
四
、
六
八
〇
円
引
き
上

げ
後
期
高
齢
者

　
　

医
療
特
別
会
計

　

ふ
る
さ
と
館
解
体
費
用
分

を
畝
保
育
所
建
設
費
用
か
ら

減
額
す
る
修
正
案
を
提
案

し
、
賛
成
八
、
反
対
六
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

 

予
算
の
減
額
修
正 

ふ
る
さ
と
館
廃
止
条
例 

否
決

ふ
る
さ
と
館
解
体
費
用 

二
、三
一
〇
万
円
を
削
除

ふ
る
さ
と
館
の
解
体
に
ス
ト
ッ
プ

条
例
改
正
や

特
別
会
計
予
算

賛
成
多
数
で

　
　
　

  

可
決

税
・
介
護
保
険

後
期
高
齢
者

医
療

南昭和町の旧なかよし実習所跡地

乳児保育を始めます（海田幼稚園）

歳

入

企

画

  

普
通
財
産
の
売
払
い
は
何

カ
所
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

  

新
た
に
四
カ
所
を
予
定
し

て
い
る
。

総

務

  

町
税
の
減
収
の
主
な
理
由

は
。

  
土
地
や
家
屋
の
評
価
替
え

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

収
に
よ
る
。

福

祉

  

保
育
所
保
護
者
負
担
金
は

な
ぜ
増
額
か
。

  

海
田
幼
稚
園
が
新
た
に
乳

児
保
育
を
開
始
す
る
た

め
。

国
民
健
康
保
険

  

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を

し
な
い
方
針
だ
が
、
厳
し

い
状
況
に
な
る
と
即
保
険

税
の
値
上
げ
に
な
る
の
で

は
。

  

赤
字
補
て
ん
は
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
赤

字
が
出
た
ら
補
正
予
算
で

対
応
す
る
。

介
護
保
険

  

国
保
は
赤
字
が
出
た
ら
一

般
会
計
か
ら
補
て
ん
で
き

る
が
、
な
ぜ
介
護
保
険
は

で
き
な
い
の
か
。

  

法
律
で
明
確
に
禁
止
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
国
・
県
の
指
導
の
も

と
、
行
っ
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

  

滞
納
の
繰
越
額
は
い
く
ら

か
。

  

平
成
二
十
二
年
度
一
五
〇
万

円
、
二
十
三
年
度
一
五
〇
万

円
で
、
合
計
三
〇
〇
万
円
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
議
長
を
除
く
十
四
人
で
構
成
し
、
三
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

工
事
予
定
箇
所
の
現
地
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
会
議
室
で
町
長
を
は
じ
め
関
係
職
員
の
出
席
を
求
め
、
平
成

二
十
四
年
度
の
各
会
計
予
算
や
条
例
の
改
正
・
廃
止
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、「
ふ
る
さ
と
館
設

置
及
び
管
理
条
例
」の
廃
止
は
否
決
、
一
般
会
計
予
算
は
修
正
可
決
、
そ
の
ほ
か
は
、
全
会
一
致
あ
る
い
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
委
員
会
が
担
当
し
た
議
案
と
審
査
の
結
果
は
、
九
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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平成 24 年度 ふ
る
さ
と
館
設
置
及
び

　
　
　

 　

管
理
条
例
の
廃
止

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

税
条
例
の
一
部
改
正

委
員
会
が
担
当
し
た
議
案
と
審
査
結
果

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

  

特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

　
　
　

  

特
別
会
計
予
算

公
共
下
水
道
事
業

　
　
　

  

特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
の
修
正

可
決
（
賛
成
十
一
、
反
対
二
）

可
決
（
賛
成
十
、
反
対
三
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
七
、
反
対
六
）

※ 

修
正
部
分
以
外
は
全
会
一

致
で
可
決

否
決
（
賛
成
四
、
反
対
九
）

可
決
（
賛
成
十
、
反
対
三
）

可
決
（
賛
成
十
一
、
反
対
二
）

※
委
員
長
と
議
長
は
、
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

休日でもあずけられます

ガザニアの花が咲きます

どんどん登ってね

国に先がけて

歳

出

企

画

  

自
治
会
連
合
会
へ
の
補
助

金
の
増
額
の
理
由
は
。

  

あ
い
さ
つ
運
動
や
防
災
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
支

援
を
拡
充
す
る
。

総

務
  

海
田
町
地
方
バ
ス
路
線
維

持
費
補
助
金
が
昨
年
に
比

べ
て
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

  

国
と
県
の
補
助
率
が
上

が
っ
た
。

  

防
犯
灯
新
設
補
助
金
は
足

り
る
の
か
。

  

要
望
が
多
く
出
た
場
合
は
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

  

循
環
バ
ス
の
利
用
者
は
何

人
か
。

  

一
日
八
便
で
一
便
当
た
り

十
六
・
三
人
。

  

県
道
維
持
修
繕
事
業
で
、

県
か
ら
の
支
出
金
以
外
に

六
三
万
円
を
上
乗
せ
す
る

理
由
は
。

  

美
化
と
緑
化
の
た
め
に
特

別
に
支
出
す
る
。

  

二
十
四
年
度
の
区
画
整
理
事

業
は
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
。

  

仮
換
地
ま
で
の
予
定
。

  

町
道
の
補
修
と
水
道
管
の

入
替
工
事
箇
所
重
複
に
対

す
る
調
整
は
。

  

工
事
日
程
の
調
整
を
し
、
地

元
に
で
き
る
だ
け
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

  

広
域
ご
み
焼
却
場
事
業
負

担
金
の
増
額
理
由
は
。

  

二
年
と
四
年
に
一
度
行
わ

れ
る
、
機
器
な
ど
の
定
期

点
検
が
重
な
る
年
で
あ
る

た
め
、
そ
の
費
用
が
増
え

て
い
る
。

福

祉

  

民
生
委
員
の
欠
員
は
。

  

現
在
五
名
。
欠
員
の
地
域

は
職
員
が
対
応
し
、
補
充

に
努
め
て
い
る
。

  

広
島
の
森
づ
く
り
事
業
の

実
施
内
容
は
。

  

赤あ
こ
う穂
峠
と
日
の
浦
山
Ｃ

ル
ー
ト
の
歩
道
整
備
を
行

い
、
頂
上
に
標
識
を
設
置

す
る
。

教

育

  

学
力
テ
ス
ト
結
果
の
公
表

が
学
校
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ

で
は
な
い
か
。

  

県
の
公
表
基
準
に
合
わ
せ

る
。

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
が
増
に
な
っ
て
い
る

が
。

  

人
件
費
と
ス
マ
イ
ル
フ
ェ

ス
タ
へ
の
補
助
が
増
え
る
。

  

あ
ん
し
ん
ホ
ッ
ト
コ
ー
ル

の
実
施
状
況
は
。

  

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
お
り
、
三
十
六
名
が

登
録
。

  

自
殺
対
策
事
業
と
は
。

  

二
十
歳
以
上
の
男
女
か
ら

千
人
を
選
び
、
心
の
健

康
に
つ
い
て
調
査
し
、

今
後
の
健
康
づ
く
り
に

反
映
す
る
。

  

特
別
保
育
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

  

明
光
保
育
園
で
、

休
日
保
育
を
八
時

三
十
分
か
ら
十
八

時
ま
で
実
施
す
る
。

  

英
語
指
導
補
助
業
務
費
が

大
幅
に
減
る
理
由
は
。

  

日
本
人
指
導
員
を
増
や

し
、
外
国
人
補
助
指
導
員

の
持
ち
時
間
を
約
半
分
に

す
る
。

  

学
校
支
援
地
域
本
部
と

は
。

  

六
校
を
対
象
と
し
て
町
内

各
種
団
体
の
連
携
を
図

り
、
学
校
を
支
援
す
る
。

  

不
育
治
療
費
助
成
事
業
の

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
。

  

母
子
手
帳
発
行
時
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
時
に

Ｐ
Ｒ
す
る
。

  

発
達
支
援
事
業
の
内
容
は
。

  

発
達
障
害
傾
向
の
あ
る
子

ど
も
や
そ
の
親
に
対
し
、

医
師
や
臨
床
心
理
士
に
よ

る
育
児
教
室
を
実
施
す

る
。公

共
下
水
道

  

水
洗
便
所
貸
付
金
の
減
額

理
由
は
。

  

借
り
る
人
が
減
少
し
て
い
る
。

  

今
後
の
借
り
入
れ
の
見
通

し
は
。

  

汚
水
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し
た

が
、
雨
水
整
備
を
重
点
的
に

行
う
た
め
必
要
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険

  

レ
セ
プ
ト
点
検
員
は
医
療

知
識
が
あ
る
の
か
。

  

有
資
格
者
で
対
応
。

  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
推

進
に
よ
り
医
療
費
の
低
減

に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

  

平
成
二
十
年
度
か
ら
事
業

を
始
め
て
い
る
先
進
地
の

例
を
参
考
に
す
る
と
、
本

町
で
は
四
五
〇
万
円
程
度

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

介
護
保
険

  

介
護
報
酬
は
今
回
の
保
険

料
改
定
で
ど
れ
だ
け
改
善

さ
れ
る
の
か
。

  

介
護
従
事
者
の
給
与

一
万
五
、〇
〇
〇
円
引
き
上

げ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

建

設

  

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事

業
と
は
。

  

町
内
業
者
で
三
〇
万
円
以

上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ

た
者
に
対
し
、
工
事
費

の
十
パ
ー
セ
ン
ト（
上
限

一
〇
万
円
）を
補
助
す
る
。

  

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

事
業
は
。

  

費
用
の
四
分
の
一（
上
限

四
〇
万
円
）を
補
助
。
五

件
分
を
計
上
。

予 算算予
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